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き
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し
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ば
V
前
回

ゐ
ば
れ
ま
わ
る
季
節
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玄
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と
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入
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、
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。
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入
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。
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身
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障
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自
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出
師
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、
生
活
、
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、
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憾
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梓
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で
ぞ
れ
ぞ
れ
の
特
殊
性
に
恭
い
て
効
率
的
な
推
進
一

時
を
図

っ
て
「
舷
と
は
土
」
の
い
な
い
生
活
を
皆
目

町
ん
な
が
力
を
合
せ
て
実
現
し
て
見
交
し
ょ
ラ

日

「
蛇
」
C
V
な
い
村
が
で

き
た

一
掃
を
逗
ん
で
乗
る
「
紋
」
宇
「

「
ハ
エ
』
O
V
な

いr
町
が
現
れ

一
円
Z」

b
私
法
白

身
自
主
わ

り

仁
、
件
回
目
車
で
な
い
1
.

北
は

一
を
と
び
ま
わ
ヨ
て
L
V

る
問
は
す

北
市
泣

か
ら
南
口
九
州
に
車
る

一
こ
予

か
た
民
活
は
担
め
ま
ぜ

ん

主
で
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早
中
由
ゐ
ち
こ
ち
に

一

今
や
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冨
各
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健
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比
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町
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口
.
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か
る
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定
付
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町
造
り
担

ち
か
や
圭
ヨ
ろ
ま
が
な
く
な
ヨ
一
往
設
が
語
b
ら
れ
て
お
り
ま
す

た
“

一
蛇
厄
り
せ

ん

ニ
う
」
も

一
と
き
‘
私
謹
白
住
ん
で
い
る
愛

「
ハ
品
叩
き
」
も
揺
ら
な
〈
な

一
す
る
町
を
、
放
に
見
せ
て
も
恥

っ
た
》
赤
ん
訪
日

よ
〈
眠
り
、

一
し
〈
な

r
健
艇
な
明
る

V
町
に

続
還
は
安
心
し
て
田
畑
白
仕
事
一
ナ
る
郁
一
揖
と
し
て
.
先
ず
「

に
情
い
か
出
せ

る
よ
今
に
な
ヨ
た

一一宮
」
と
「
円
Z
」

E

い
な
い
V
生

牛
ar
高
広
W
A
O
dz
し
な
〈
な
一
括
を
伝
退
。
も
白
に
し
よ
p
h

，で

っ
た

L
、
磯
町
夏
で
も
よ
〈
帽
一
は
め
り
ま
せ
ん
か
。

孝
生
阜
、
牛
や
山
羊
自
給
乳
由

一
あ
な
た
‘
胤
も
今
部
乙
そ
特
ん

鴛
は
十
九
た
d

一
な
で
力
金
合
せ
て
h
v

勿
議
、
赤
痢
や
日
本
前
長
信

一

1
発
生
誕
の
時
去

ど
と
.
恐
し
い
樽
染
柄
。
位
は

一
「
ρ
z
」
@
甑
陪
を
最
も
胡
果

ヤ
ん
と
詩
。
た
d

そ
し
て
人
々

一
的
に
、
い
い
か
え
れ
ば
、
で
き

は
.
こ
れ
士
き
っ
か
け
と
し

C
7
9
r
け
担
金
金
植
わ
な
い
で
、

生
活
。
合
同
化

白
必
要
性

に
め

一
で
今
る
だ
け
少
ヤ
人
件
、
労
力

r
b、
足
に
潰

u
観
点
カ
ら
、

一
で
晶
、
大
き
い
摘
果
を
あ
げ
る

生
情
歌
弄
に
莱
，
出
し
て
い
る

で
た
め
に
は
、
ま
ず
ど
号
し
た
ら

培
い
苦
し
い
世
恋
由
な
か
で
一
上
い
か
を
考
え
て
見
ま
し
ょ
う

何
ん
と
明
る

い
ぺ
素
晴
ら
し
い
V
一

そ
れ
に
は
先
ず
「
J

S

」
由

ζ

と
で
は
な
か

る
う

か
9

一
生
扇
、

ヨ
ぎ
り
こ
れ
ら
が
.
ど

乙
旧
事
は
、
日
本
中
ど
こ
四

一
こ
で
発
生
し
、
ど
ん
な
讃
宵
n町

村
で
も
町
を
も
皆
本
気
に
な
ヨ

一
繁
殖
を
し
、
ど
O
よ
ろ
な
前
却

亡
守
れ
ば
品
ず
曲
。
仕
容
に
成

一
今
一
し
て
い
る
か
に
つ
い
て
、

E

功
す
る
耶
を
教

え
て
L

ま
ず
a

一
し
い
知
騒
を
持
つ
革
が
必
要
で

棋
置
由
安
践
を
さ
ま
た
げ
生
活
で
す
が
.
今
回
口
、
そ
白
内
申
「

を
不
憧
世
に
し
、
恋
し
い
博
染
一
ρ

=
」
白
羽
陪
佳
に
古

川r
て
相

りいまかね町政だよ(三)
一

議
会
得
た

いV
ム
一
盟
V
ま
す
。

「
ハ
ヱ

」
の
騒
除
法

1
発
生
輔
自
除
去

思
河
生
滅
nd
ま
り
「
'
エ
」
が

卵
を
生
作
づ
げ
て
、
幼
虫
で
あ

る
ウ
ジ
が
発
生
す
る
場
尉
は
、

便
所
‘
〆
一
月
潟
、
二
み
情
場
、

砲
問
、
ぷ
川
A

可
擁
阻
骨
、
下
ホ

滑
な
ど
で
‘
そ
四
場
所
が
、
き

ま
ヨ
て

切
さ
す
。

そ
こ
で
-
j
F

Z
」
を
編
拾
す
る
た
の
に
は
、

こ
れ
帯
。
発
生
酒
を
な
〈
し
て

し
ま
う
ζ

と
が
最
も
大
切
で
す

イ
恒
所
。
批
班
ロ
由
ア
タ
は

完
全
に
し
、
伺
器
申
越
し

ロ
に

も
フ
タ
を
し
、
使
池
O
中
を
明

〈
、
F
Z
O
出
入
を
出
来
な
い

よ
う
に
す
る
、
又
ワ
ゾ
は

二、

三
目
す
る

と
使
油
か
ら
は
い
出

し
て
、
汲
眠
り
の
ま
わ
り
目
提

い
土
白
中
に
も
「
っ
て
、
サ
ナ

ギ
と
な
り
、

五
2
七
日
で
却
。

一
円
Z
」
と
な
り
ま
す
か
ら
、

事
剤
か
結
均
等
を
掻
布
し
て
準

惜
し
ま
す
c

ロ
〆
-
L
A
締
に
は
完
金
な
フ
タ

t
A
V
付
、
「
ρ
2
」
が
人
ら
な

い
よ
う
に
し
・
又
円
エ
由
嫌
う

黒
山盟

と
し
ま
す
。

八
台
所
か
ら
出
る
ご
み
、
会

ベ
積
り
な
ど
は
.
そ
目
安
ま
に

し
て
程
〈
と
絶
好
白

『
ハ
Z
」

の
亮
生
掃
と
危

n，ま
す
か
島
、

-
V
A
吃
な
フ
タ
由
あ
る
も
由
で
、

仕
末
す
る
事
。

--
肥
滑
に
は
必
ず
ア
タ
を
す

る
こ
と
は
勿
論
常
に
荷
戸
市
、
整

慣
を
抽
行
す
る
事

ホ
擁
胞
も
作
理
が
惑
い
と
、

「
ρ
エ
」
由
麗
姿
た
発
生
源
と

な
リ
ま
ず
か
ら
、
充
分
な
注
意

が
品
要
で
る
る
。

へ
宿
舎
ロ
、
毎
日
よ
〈
掃
除

L
、
一
一
週
間
に
一
日
は
恐
わ
ら

を
恒
り
か
え
ま
す
。

ト
下
北
溜
日
よ
く
胤
即
時
し
て

ホ
ロ
け
を
良
〈

し
、
特
に
下
水

た
め
を
清
潔
に
保
古
車
が
品
聾

で
す
。
2
幼
虫
及
び
サ
ナ
ギ
由
騎
伶

内ツ
ジ
は
ニ

t
=一

目
す
る
と
‘

地
中
に
も
「
り
ザ
ナ
ギ
と
な
り

五
t
七
日
位
し
て
税
F
Z
C
な

り
ま
す
が
-
b
H午
〈
尭
且
し
て
者

白
方
法
で
退
古
ず
る
事

イ

ウ
ジ
設
し
窃
剤
(
ピ
カ
プ

ー
必
需
〉
を
使
地
自
内
外

に
週

J.I(稲の幼帯、の

できる ころの管理
限舎がと すなせ作て ま22幼のてで期
でき一、し 。もるつ砲とす古:v生い草に析
もと lrbr.! 由非てと れ -:l ~e霊先たばえは
見な二彊ら で常実たが LZ向車地語、る
島り理由l>にをり、 カも白探りと"
れ、 。長す りm陰視やでと先<D生今る
竜肉大 Zる ま要らをが き に1s.じま岬

.市

J 

に
一
日
位
十
分
権
布
ず
る
会

ロ
便
所
、
肥
た
必

ご
み
た

め、

c
h橋
場
帯
、

内7
3
0
発

生
し
品
川
V
極
所
。
周
回
一
末
位

由
と
ζ

る
を
=
一

3
湿
位
い
掛
り

垣
す
と
、
サ
ナ
ギ
が
出
て
来
ま

ず
か
ら
、
設
虫
剤
で
殺
す
か
、

六

O
舗
以
上
由
開
き
ゅ
穴

ι珂

め
る
か
、
焼
金
殺
す

か
し
て
下

さ
い
G
3
成
虫
由
塙
陪

イ
新
し
い
年
度
。
、
-
n
z

」
白
も
と
に
危
る
c

担
冬
一

n

普
か
ら
、
一
時
に
貴
べ
で
は

一
争
ば

Z
」
を
設
す
ζ

と
の

い
け
な
い
と
、

い
わ
れ
て
い
る

一
か
に

ロ

「
ハ
エ
叩
き
」
「
ρ
ェ
曜
も
ゆ
が
あ
り
宝
す
。
中
に
は
全

一
剛
直
属

り
転
。一

p
r
取
り
荏
「
ハ
エ
車
然
草
味
。
な

しv
'
b
円
も
あ
り
ま

一
侮
子

り
斑
」
苧
父
衣
服
白
内
所
は
市

す
一
一
町
長
い
昌
司
教
か
り
得
た
正

一
治
に

舎
に

は
リ

ン
ヂ
ン
、

D
D
T
油

し
L
W

も
四
も
あ
り
主
ず
3

一

v

剤
叫
噴
霧
を
汁
V
ま
す
。

衣
由
江

科
学
的
に
証
明
さ
れ

一
年

4
8
宰

且

公

恒

〈

伶

た

一
捕
に
食
べ
て
は
V
け

た

と

。

イ
便
所
.
肥
た

め
、
ど
み
た

一
も
自
で
す
。
立
は
河
感
心
曲
全
一
酉
且

め
、
ど
み
捨
場
、

地
肥
所
時
四
一
が
弱
っ
て
い
V
る
時
な

ω
で
、
気
一
低

周
囲
白
土
田
中
に
も
「
て
い
V
る
一
を
ヨ
け
ま
し
ょ
う
a

一
蛤

サ
ナ
ギ
を
組
組
や
し
す
る
こ
と

一
そ

げ

と

た

正

し

↑

小

E

ロ
H
各
自
よ
い

Z
H
白

ma
一

。

と

ど
じ

ょ

う

一

使
所

な
ど
に

v
る
、
圏
各
朝
刊
「

一
す
か
ら
、
咽
川
端
的
な
止
。
方
量
一

ハ
エ
』
を
見

AJ付
衣
姉
崎
山
設
す
一
に
よ
り
、
と
そ
っ
て
実
行

し
て
一

る
事
。

以
よ

か

一
円
エ
〕
〈
陪
一
み
て
下
さ
い
。

一

に
必
要

η
基
礎

知
道
で
あ

'
ま

一

一

夏
の
食
べ
も
の

一

暑
い
季
節
の
食
べ
も
の
、
不
滑
化
物
の
一

取

b
合
せ
に
注
意
し
ま
し
ょ
ラ
。

一

驚
向

一

お
と
わ

-

ろ

な

ぎ

一

同

円

』

海
老

一

天
ぷ

b

』

天
ぷ

b

-
F

ζ

ん
に
ゃ
く

と
う
も
る
と
し

び
把
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一ニ

、

F
f
?
i一

l
疏
は
穴
き
(
「I
才
ド
ヲ

コ
」
一

が
な
か
な
か
閉
じ
な
い
。
胸
由

一

説
柱
、
円
本
で
口
、
日
貰
法
、

恥
が
変
り
お
阪
が
大
舎
〈
な
る

一

ヤ
ー
ド
・
ポ
ン
ド
陸
、

d
p
}

ト

肋
骨
が
ふ

〈
れ
庇
宇
脇
田
関
部
一

凡
陸
自
=
一
ヨ

D
計
量
附
半
世
が
般

が
.
は
れ
(
柿
〈
な
い
乙
お
す
わ

一

わ
れ
て
い
る
た
め
、
都
一
不
合

り
や
、
歩
〈
ζ

と
が
お
そ

v
。
一

理
で
あ
り
、
不
艇
で
も
る
り
ま

猷
色
か
匙
〈
、
生
留
が
お
そ
〈
一
"
武
方
は
紙
や

木
を
貴
ベ

て

と

れ

ば

」

由

た

と

え

ど
う
り

一
買
物
曲
目
方
を
は
か
9
T
見
る

一
す
。

風
邪
時
も
ひ
き
p
g
いvo
汗
串
も
了
。

“
と
ま
わ
れ
た
ら
ん
ゲ
と
ん
で

一
一
回
訟
を
韮
ね
る
と
剖
常
に
大
金

一
乙
!と
が
山
来
ま
ず

か
ら
「
植
民
一
ま
た
、
換
算
や

比
較
に
も
よ
〈

か
き
干
す
〈
、

E
に
悲
し
lv

事
一
も
な
い
、
学
で
も
ゐ
る
ま
hu

し
一
な
弓
経
済
と
な
る
わ
げ

で
す
c

一
が
安
か
っ

た
が
、
日
方
が
不
足
一
慣
れ
な
付
れ
ば
な
ら
な
い

t
、

は
、
智
能
程
度
が
侭
〈
、
肺
畳
一
と
ア
ン
カ
イ
す
る
で
し
ょ
う
。
一

と
れ
は
、
買
う
方
に
も
、

亮
一
で
か
え
ヨ
て
訟
を
し

た
」
な
ど

一
v
る
い
る
種
融
自
計
量
器
も
曲

中
、
消
化
不
阜
に
な
会
て
、
托
一

し
か
し
五
謹
が
」
だ
ん
、
向
一
る
方
に
も
計
量
に
輯
凶
心
で
あ

一
と
い

う
こ
と
が
、
な
く
な
り
、
一
え
な
げ
れ
ぽ
な
ら
な
い
と

い
g

に
晶
〈
、
文
放
円
J
T
一度

〈
と
、
工
て
お
茶
畠
了
、
そ
E
他
い
る
と
る
と
い
う
こ
と
が
原
同
で
あ
り

一
よ
い
枇
告
を
ヨ

〈
る
も
と
と
な
一
よ
う
に
、
要
ら
な
い
労
力
て

「
せ
む
し
」
苧

「
が
に
腔
」

に
一
る
白

宜
級
品
町
酬
を
抗
う
と
き
、
一
ま
す
が
、
と
〈
に
買
う
方
は
、

一
り
ま
す
。

一
む
だ
を
時
日
繰

E
か
え
し
て
い

な
ヨ
た
り
し
ま
す
ι

↑

う
す
庇
由
主
主
、
飯
袋
の
ま
ま

一
計
置
に
企
や

か
〈
官
っ
と
ー
と
は
↑

世
由
中
が
落
着
V

て
、
生
活
一
る
扶
躍
で
す
。

一
院
か
り
に
か
げ
て
'
よ
い

る
O

を
一
「
付
ち
臭
い
」

「
取
か
し
い
」
一
が
韮
に
な
ヨ
た
と
は
い
え
、
企
一

ζ

白
た
め
、
『
計
量
単
位
E
続

四

、

ク

戸

病

の

予

防

一
な
ん
由
不
思
議
も
な
〈
も
ら
ヨ
了
か
「
悪
〈
思
円
れ
る
」
と

L
生
活
費
が
金
生
活
費
目
玉

C
%
一
こ
が
必
要
で
す
が
、
紘
一
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